
A シソ科Ⅰ

B シソ科Ⅱ

C ミカン科

D イネ科 ヒノキ科

E マツ科 コショウ科 ショウガ科 セリ科

F フトモモ科

G クスノキ科 フウロソウ科

H カンラン科 ツツジ科 キク科 オミナエシ科

I バラ科 ビャクダン科 エゴノキ科 バンレイシ科 モクセイ科

精油研究講座のご案内
① シソ科

② ミカン科

③ フトモモ科 イネ科

④ ヒノキ科 マツ科 コショウ科 ショウガ科 セリ科

⑤ クスノキ科 ツツジ科 フウロソウ科 カンラン科

⑥
ビャクダン科 エゴノキ科 バラ科 モクセイ科

キク科 オミナエシ科 バンレイシ科

アロマセラピストにとって精油のことを正しく深く理解するということは

必要不可欠な課題です。しかし資格を取得し、または学校を離れてしまう

と、ついつい好きな精油ばかり使っていたり、ブレンディングそのものが

偏っていたり、使い慣れない精油になかなか手が伸びなかったり…など感覚

的で惰性的な精油の使い方になりがちです。

多くの卒業生から「もう一度精油について勉強しなおしたい」とのリクエ

ストを頂いており、また「ARTE AROMATICA精油のプロフィール」のテキ

ストの完成を機に、本講座を開講する運びとなりました。

講座では、テキストに掲載されている全ての精油の解説と香りのテイスティ

ングを行います。加えて、薬学的見地からの精油の薬効薬理、化学成分の構

造についてもお話します。

アロマセラピーを学ぶ全ての人にとって、必須かつ大いに役に立つ充実の

内容です。

受講生の便宜を図り、土日クラスと平日クラスを設定し、各単位毎の受講を

可能にしました。どこから学んでも、どの順番でも構いません。

なお、卒業生以外の方で本講座受講を希望される方は、併せてアロマ理論の

「精油の化学講座」や「ブレンディング講座」を受講されるとさらに理解が

深まると思います。

テキスト、座席の数に限りがございますので、お申し込みはお早めに！

                      ARTE AROMATICA
                            桑波田日香里

講座の受講方法

１）「土日クラス」か「平日クラス」か決めて下さい。

※原則としてクラス間の移動はできません（手数料が発生します）

２）スタートする日、その後の予定がわかってれば受講する日を決定

し、申込み書にご記入ください。FAX、郵送またはスタッフに直接手渡

して下さい。

※この時点では申込み完了とはなりませんのでご注意ください

３）土日クラス→①～⑥。平日クラス→A～I の全ての単位を取得した

時点で講座修了となります。全単位修了時にディプロマを発行します。

４）IFAのCPDは18ポイントとなります。

土日クラス 午前10時～午後1時 ／ 午後2時～午後5時

平日クラス 午後7時～午後9時



※受講料・テキスト代の納入を以って受講申し込み完了とします。

テキストのみの販売は致しかねます。

※土日クラス、平日クラスのクラスをこえた受講に関しては、いずれの場合も

手数料として1単位あたり1,000円をお支払いいただきますのでご留意下さい。

土日クラス 1単位毎

（3時間） 回数 受講料 テキスト代 合計

本校卒業生 ¥5,000
6

¥30,000 ¥15,000 ¥45,000

一般 ¥8,000 ¥48,000 ¥18,000 ¥66,000

平日クラス 1単位毎

（2時間） 回数 受講料 テキスト代 合計

本校卒業生 ¥3,500

9
¥31,500 ¥15,000 ¥46,500

一般 ¥5,500 ¥49,500 ¥18,000 ¥67,500

【お振込先】 お申込み後に追ってご連絡いたします

    フリ

ガナ   
卒業期

氏 名            期生

住 所
〒    －

電 話 自宅 ・ 携帯         （    ）        

メール      

アドレス
                            ＠

受講クラス           土日クラス    ・    平日クラス

受講初日        月    日（    曜日）

受講希望日

メッセージ

精油研究講座 お申込み書

FAX099-222-1055
FAX 099-222-1055記入日   月   日

《テキスト「序文」より抜粋》
アロマセラピーにおける精油の存在とは、それこそが「本質」です。

香りは主観的なものであり、その感じ方や好みは千差万別で、感性や経験が反映される「感

覚的なもの」が大半を占めると言えます。しかし、ひとたびアロマセラピストがプロとして

精油を語り、もしくはクライアントに対してアロマセラピーとして供する時には、できるだ

け客観的視点から精油を化学的にとらえる必要があります。「ARTE AROMATICA精油のプロ

フィール」はARTE AROMATICAで学ぶ生徒さんのために、より詳しく、より便利で理想的な教

科書をとの意図で作成しました。…

…すでに出版されている、使いやすく理解しやすい良質な書籍から、さらに実践で使用する

頻度の高い項目を集め、そこに新たに精油成分の化学構造を列挙することで、皆さんが苦手

とする「精油の化学」の理解の助けとなるよう工夫しました。

本書によって、精油の概要をつかみ、アロマセラピーにおいてより的確な精油選択が可能

になればと願います。天然原料の植物から採取される精油の多様性を知り、理解し、先人が

どのようにその芳香植物を利用してきたのかを学んでください。…


